
 

 

平成 27 年 3 月 26 日 

海事局船舶産業課 

 

 

 

フィリピンにおける内航油タンカー建造促進のための二国間協力の推進について 

 

 

３月２３日(月)に、国土交通省海事局森重局長とフィリピン海事産業庁マキシモ・メヒア長官

との会談において、フィリピンにおけるタンカー建造を二国間協力により促進していくこととする

ことが合意されましたので、お知らせいたします。 

 

フィリピンでは、油タンカーの平均船齢が28年以上と老朽化が進み、早急な代替が必要と

なっています。今回の会談においては、フィリピンにおける油タンカーの新造船への代替を促

進するため、我が国が設計図面の供与や造船技術指導等の協力を行い、フィリピン側が代替

促進に向け政策的措置を検討することとする協議議事録(ROD: Record of Discussion)への署

名が行われました。 

 

なお、今回の来日は、国土交通省と海洋政策研究財団が協力し、我が国造船技術のアピー

ルや政府間協議を目的として実施している平成26年度海事要人招聘事業によるものです。 

 

  
 

 

会談日時 平成 27 年 3 月 23 日(月) 13 時～14 時 （於 海事局長室）    

 

出席者   日本側：海事局  森重 俊也 局長、櫻井 俊樹 次長  他  

フィリピン側：海事産業庁 マキシモ・メヒア長官、ラモン・ヘルナンデス造船課長 

 

 
 
 

問い合わせ先 

国土交通省海事局船舶産業課国際業務室 上園・梅崎 

電話：03-5253-8111（内線：43-641、43-612） 

     03-5253-8634（直通） 

FAX：03-5253-1644 


